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ギ森の掌校」キョ自qでは、

期間申アボリジニ現代美術展を開催中。

ギ第黛鶏大地の蔓衛祭が醐幕凄

　～お盆に輔霧された方にも
　　　　　　ぜひおすすめください～　斯P2～3

ギ往暴塞ツ墾の麟サービス翻蜘
　～住機暴毒台帳ネットワークシステムの
　　　　第2次サービスが雄iまります～　褻P4

ギ徽の地蟻の望憲し疑禽轡菰つ疑て謙
　～中雛粒・撫本餐長が町民講鹿で講演～　験P6～？

捻簿鵠鷺が投票縫で嘗講
　～町籔・鰐議会議貴選挙が行われます～　翻P＄

ゼ繊蕩鑑が罐期溝外礒鯵鵜繊雛議
　～オーストラリアで2週間の海外研傭iを行い童す～　膨P猛
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おめでた（出生）

該当なし

おくやみ（死亡）

腐澤鴻太郎さん82歳湯本（五枚懸〉
小野塚よ志さん　92歳　湯　山（若葉巖）

本山　ミチさん　93歳　藤　療（糀　屋）

＊6月！鷺から6月30臼までの届串分です。

＊広報に載せてほしくない方は、鰯患の時

　に窓爲にお詣ください。

嘱◎斡毯

総人口

　　男

　　女

徴帯数

　　　　6月3磁ヨ境在三

3，062人（＋2）

i，49圭人（＋2）

三，5質人（±O）

三，王03戸（＋3）

（）内は蔚月との比較

町民憲章　昭灘脚離
わたしたちは松之山町艮です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合書葉

　　三、美しい縁と霧の中で
　　　　　　　　4＞豊力、な入に1なろう

　　1、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう
　　工、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　　創造のカを蕎めよう

温泉定傭日
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　　　　奪薙お我溝蒙の礁ん醸濃源疑添タルが飛勝婿め漢

　　　闘窓。饗巻る繊蟻薬登擦鑑るくら髪灘ゐ繍麹膿

脇燃懲膿灘繊紛麟澱鯵難1溺驚麟蘇る・滋
の懸の饗の麟顧講購磯の灘叢麟蟻鯵懸灘隣
織鍍．簸購さ灘涯慧麟燃灘騰剛轄！蕃錨憲く薮融練㈱

遡いっ繍なうさ舗幽⑭

く診＠9脅診臣⑪館
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大地の芸術祭に関する情報を知りたい方は

へどうぞ

町内の作贔はもとより6策跡村に展示されている250点

（第葉鐡鐵品作品を含む）の作贔情報がわかります。

N薮麟薮

　　　　　松之山　太郎

※これ渥教で6薦鱒耕の全馨贔が鑑賞できまずo
　お求めは松之山トリエンナーレセンターヘ

灘場　駈＝f森の学校凄キョロ繊駐車場内仮設事務所

灘電　　暑養：02559－6－2266

麟鋳　　間：午繭8：30へ’午孝菱6：30

　　　　　（鰯間中の毎B〉
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　Vol．45

灘総

樋霞損灘頬公圏の辮翻・地元から農興などが提供さ物てい漢ず
麟騒灘翻　　羅灘欝懸繍驚　　　　 繋　嚢羅灘網

松之繊廓学校の燦編・礁象と子儀達が作贔づくりを行い奮した

憾蕊欝小学校の樺贔・地鴛の方が作飴づくりに参掬しました
蟹
　　美人林入り鶏の作贔・多くの方が花植えに参艇し豪じた
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　國浅隼金は園筏の安定した蒋来のために、圏が責廷を持って管理してい

る鰯度で、20歳から60歳濠で保険料の納樗が義務づけられています。し

かし誰しも長い人盈の中では厳しい時もあります。そんなときは次のよう

な鰯度を利爾しましよう。

　朱納のままにせず、まずは役場の年金擦墨にご相談ください。

自営業などの人はギ保険料免除瀧度まの零続きを

　保険料免除には保険料の全額が免除されるヂ全額免除まと、

　保険料の畢額を納めるr単額免除」があります。

　葭営業などの人（第王畢被保険巻といいます〉で収入が

少なく保険料の納付が囲難な蒔は、役場の蟹跳年金撫当（芦

籍の窓口です〉でヂ免除串請轡〈全額・半額〉匪を纒出し

ます。祇会保験審務所ではその内容を審変し、申講が適正

であるかどうかを判断して結果をお知らせします。

■全額免除で承認された鰭……串講した月の前月分から・

　翌隼6月までの保険料の全額が免除されます。

鷺単額免除で承課された時一…串請した月の前月分から、

　翌鐸6月までの保険料の半額が免除されます。

（往〉この場合、残り半額の保険料を2無以内に納付しない

と来納期間扱いとなります、忘れずに納めてください。

置学生の人はギ学生納付蒋例制度3の手続きを

　学生で収入がなく保険料の納付が蟹難な人は、役場の圏

民奪金握当（芦籍の窓口です）でギ学生納付特例串講書達

を提出します。轍会保険箏務駈が審奮し承認すると・…・

議串講した前月分から年度末（翌年3月）まで保険料が猶

　予されます。

（漉）傘講できる人は20歳以上の学生で、学生本人の前年の

解得が68万円以下（給与収入で捻3万円以下）の入です。

　蚕額灘除・灘額魏除の糊定墓準

　免除申講餐本人・申請奢の配偶者・世藁主の莇無筋露

により判定されます．それ以外には、失業・倒産などを

理譲とする鱒に1限られます．

●世帯類型黙の劉定ラインの目安　鱒碗象となる麟鍍の瓶得臓入1の概算

※蓑の見方：褻の4入・2人盤幣の斯欝などな璽帯主についての黛安でず。

　　　　轡講主以外は表の単身癒帯が鐵安となりますα

劔保険覇免除・学窪納付特捗彗の串講は毎簿必要です。

該当の方ぱ忘れずにi

賑除噂生鮒欄を受けた雛と1糊とではこんなに違います

　　　　　　　難灘蕪i薩覇灘騰　灘灘霧i磯灘灘嬢　獲叢灘灘灘撚　鍛類顔鑛騨難
　　　　　　　灘灘雛灘灘灘嚢　纏雛鑛糊鐵　　灘謙犠霧難灘懲　麟錨灘灘鑛

欝鑛磯鍵藻蕪灘

醤漏灘雛

灘繕欝灘羅 鎌灘灘灘嚢灘

纏繊溝欝魏灘縷

織緩灘騨灘雛

鑛籐蟻難饗鑛譲灘難

灘蕪i鐵灘灘蟻i縫籏藩

轟叢嚢難嚢鐵雛

饗i獲鐵懸撚撮騰

雛爆簸難灘

欝麟藁獲縷癒憲灘鐵

霧霧叢鐡灘叢羨難灘

　遣納しましょう蓑
鏡除・学生納偲特鯛1薮

受けた顯闘の保瞳料

魏嫁繍難纏懸欝聾蓬馨蹴

篠朗闘諺擦鯵覇麟　避o簗爆
愛鍵訪翻諜叢懸翻灘漆納め

愚蓬遷鰹饗議議慈i。　驚葺縫蓬

遷麹麟難懸纐
　遷纏蕨愚蓬蓬嬢謙竃》憲、

縦嚢歳懸麟蟹i鱗磁巻i蓄齢纂礎

無餐額懸溝額縫ii懸鐵蹴巻総叢

懇癒毒隷嚢．盆難i馨欝懸蕎叢

蕊算額瀬簿慈議薩⑳廼．峯蓬活

罐i麟遷鯵懸廼き楚麟婁腰驚懸

藥幾鋲趨纏難鐵議膨様務呑

翻麟鐵翻鵬麟灘麟懸1馨．総綴灘騰撚濾嚢懸籔灘歯襟舗蒙
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⑳　　　月号でちょっとお知らせしましたが、昨年8月

　　　に運罵が始まったヂ住民基本台繧ネットワーク

システム」の第2次サービスが、この8月25日より鯛

始されます．昨年からすでにパスポート蜜講時の住残

票の省賂や、年金・恩給の現混属け時の証明の省略な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
愈麟菰鑑⑳薦醸鱒雛饗懸1
嚢磐覇1盤騰票の聯むが
職轟番義瀞鑓惣鞭霧鴛舞
鋤ただし蒼桑勧表示を省態各したものです・また・

住蔑纂本台帳カードや運転免許譲など、本人畳確認できる

ものが必要でず、

鯵
鋤
曝
轡
韓
靭
轡
覇
磯
磯
麟
蟄
鎗
喰
難
攣
融
愚
欝
脅
磯
磯
倭
鯵
鯵
鋤
麟
魯
溜
聾

どのサー一ビスが行われていすが、今後はさらに次のよ

うなサービスが利粥できるようになります。

鑛群しくは・・ ・・役場総務課住罠係（戸籍窓m〉に

お気軽にお問い合わせください。

難入難灘聯縷審が
　　　　　　織繋艦欝轟灘嘗轟

　現窪引っ越しする場念は、まず住んでいる帯薩町対に転出

層を行い、転出証明欝を受けた上で、弓iっ越し兜の市賦町醤

に転入麗を行うことになっています。

　像浅基本含繧カードの交付を受けている場含は、はじめか

ら引っ越し先の毒区瞬麺にこのカードを提承し転入麟を行い、

転撮麟は郵送で済ませることができるようになります。

纏カードは転入究の
薦区織柑で新たに交醤＄講し蒙す．

ぎ稔聾鷹よ鱗億康基撫金帳灘一鮮奄発縫し議肇、

町ではご覧のような写輿付きのカードを交付します。

ご希望の方は次のものを揃えて串講してください。

①自己負擾金500円

②パスポート写真に準じた：写真を屡枚

なお、購請してから交付まで2週閣から3週問を要します。
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　國浅隼金は園筏の安定した蒋来のために、圏が責廷を持って管理してい

る鰯度で、20歳から60歳濠で保険料の納樗が義務づけられています。し

かし誰しも長い人盈の中では厳しい時もあります。そんなときは次のよう

な鰯度を利爾しましよう。

　朱納のままにせず、まずは役場の年金擦墨にご相談ください。

自営業などの人はギ保険料免除瀧度まの零続きを

　保険料免除には保険料の全額が免除されるヂ全額免除まと、

　保険料の畢額を納めるr単額免除」があります。

　葭営業などの人（第王畢被保険巻といいます〉で収入が

少なく保険料の納付が囲難な蒔は、役場の蟹跳年金撫当（芦

籍の窓口です〉でヂ免除串請轡〈全額・半額〉匪を纒出し

ます。祇会保験審務所ではその内容を審変し、申講が適正

であるかどうかを判断して結果をお知らせします。

■全額免除で承認された鰭……串講した月の前月分から・

　翌隼6月までの保険料の全額が免除されます。

鷺単額免除で承課された時一…串請した月の前月分から、

　翌鐸6月までの保険料の半額が免除されます。

（往〉この場合、残り半額の保険料を2無以内に納付しない

と来納期間扱いとなります、忘れずに納めてください。

置学生の人はギ学生納付蒋例制度3の手続きを

　学生で収入がなく保険料の納付が蟹難な人は、役場の圏

民奪金握当（芦籍の窓口です）でギ学生納付特例串講書達

を提出します。轍会保険箏務駈が審奮し承認すると・…・

議串講した前月分から年度末（翌年3月）まで保険料が猶

　予されます。

（漉）傘講できる人は20歳以上の学生で、学生本人の前年の

解得が68万円以下（給与収入で捻3万円以下）の入です。

　蚕額灘除・灘額魏除の糊定墓準

　免除申講餐本人・申請奢の配偶者・世藁主の莇無筋露

により判定されます．それ以外には、失業・倒産などを

理譲とする鱒に1限られます．

●世帯類型黙の劉定ラインの目安　鱒碗象となる麟鍍の瓶得臓入1の概算

※蓑の見方：褻の4入・2人盤幣の斯欝などな璽帯主についての黛安でず。

　　　　轡講主以外は表の単身癒帯が鐵安となりますα

劔保険覇免除・学窪納付特捗彗の串講は毎簿必要です。

該当の方ぱ忘れずにi

賑除噂生鮒欄を受けた雛と1糊とではこんなに違います

　　　　　　　難灘蕪i薩覇灘騰　灘灘霧i磯灘灘嬢　獲叢灘灘灘撚　鍛類顔鑛騨難
　　　　　　　灘灘雛灘灘灘嚢　纏雛鑛糊鐵　　灘謙犠霧難灘懲　麟錨灘灘鑛

欝鑛磯鍵藻蕪灘

醤漏灘雛

灘繕欝灘羅 鎌灘灘灘嚢灘

纏繊溝欝魏灘縷

織緩灘騨灘雛

鑛籐蟻難饗鑛譲灘難

灘蕪i鐵灘灘蟻i縫籏藩

轟叢嚢難嚢鐵雛

饗i獲鐵懸撚撮騰

雛爆簸難灘

欝麟藁獲縷癒憲灘鐵

霧霧叢鐡灘叢羨難灘

　遣納しましょう蓑
鏡除・学生納偲特鯛1薮

受けた顯闘の保瞳料

魏嫁繍難纏懸欝聾蓬馨蹴

篠朗闘諺擦鯵覇麟　避o簗爆
愛鍵訪翻諜叢懸翻灘漆納め

愚蓬遷鰹饗議議慈i。　驚葺縫蓬

遷麹麟難懸纐
　遷纏蕨愚蓬蓬嬢謙竃》憲、

縦嚢歳懸麟蟹i鱗磁巻i蓄齢纂礎

無餐額懸溝額縫ii懸鐵蹴巻総叢

懇癒毒隷嚢．盆難i馨欝懸蕎叢

蕊算額瀬簿慈議薩⑳廼．峯蓬活

罐i麟遷鯵懸廼き楚麟婁腰驚懸

藥幾鋲趨纏難鐵議膨様務呑

翻麟鐵翻鵬麟灘麟懸1馨．総綴灘騰撚濾嚢懸籔灘歯襟舗蒙
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⑳　　　月号でちょっとお知らせしましたが、昨年8月

　　　に運罵が始まったヂ住民基本台繧ネットワーク

システム」の第2次サービスが、この8月25日より鯛

始されます．昨年からすでにパスポート蜜講時の住残

票の省賂や、年金・恩給の現混属け時の証明の省略な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
愈麟菰鑑⑳薦醸鱒雛饗懸1
嚢磐覇1盤騰票の聯むが
職轟番義瀞鑓惣鞭霧鴛舞
鋤ただし蒼桑勧表示を省態各したものです・また・

住蔑纂本台帳カードや運転免許譲など、本人畳確認できる

ものが必要でず、

鯵
鋤
曝
轡
韓
靭
轡
覇
磯
磯
麟
蟄
鎗
喰
難
攣
融
愚
欝
脅
磯
磯
倭
鯵
鯵
鋤
麟
魯
溜
聾

どのサー一ビスが行われていすが、今後はさらに次のよ

うなサービスが利粥できるようになります。

鑛群しくは・・ ・・役場総務課住罠係（戸籍窓m〉に

お気軽にお問い合わせください。

難入難灘聯縷審が
　　　　　　織繋艦欝轟灘嘗轟

　現窪引っ越しする場念は、まず住んでいる帯薩町対に転出

層を行い、転出証明欝を受けた上で、弓iっ越し兜の市賦町醤

に転入麗を行うことになっています。

　像浅基本含繧カードの交付を受けている場含は、はじめか

ら引っ越し先の毒区瞬麺にこのカードを提承し転入麟を行い、

転撮麟は郵送で済ませることができるようになります。

纏カードは転入究の
薦区織柑で新たに交醤＄講し蒙す．

ぎ稔聾鷹よ鱗億康基撫金帳灘一鮮奄発縫し議肇、

町ではご覧のような写輿付きのカードを交付します。

ご希望の方は次のものを揃えて串講してください。

①自己負擾金500円

②パスポート写真に準じた：写真を屡枚

なお、購請してから交付まで2週閣から3週問を要します。
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『
こ
の
地
域
の
望
ま
し
い
合
併
に
つ
い
て
』

中
里
村
山
本
茂
穂
村
長

合
傍
で
き
る
か
ど
う
か
の
議
論
で
は
な
く

あ
る
べ
く
将
来
の
姿
を
諭
議
ず
る
こ
と
こ
ぞ
本
旨

　麟◎山本茂穂民●磯

　中里講議会議黄、中墾樋花

卉球根総合長、中肇封農協縮

含長等を歴任し、平成元葺
12月より幾職．現鹿4期目で、

中魚沼郡欝村会長も努める．

　十欝町広域圏含併妊慧協

議会長として、この地域の将

※像を探る璽貴を擾う。

6

………7月▽段（木〉休養村センターにて

　
十
田
町
広
域
圏
6
市
町
籾
の
粋
組
み
で
任
意
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ぞ
、
の
枠
組
み
の
中
で
よ
り
良

い
合
併
の
姿
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
理
想
の
形
だ
っ
た
．

　
津
南
町
に
は
任
意
協
議
会
へ
の
撫
入
を
強
く
揮
し
進
め
て
き
た
が
、
残
A
・
心
な
が
ら
か
な
わ
な
か
っ

た
。
5
市
町
醤
と
な
る
と
初
期
の
目
的
が
違
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
換
討
の
結
梁
そ
の
ま
ま
任

意
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
の
考
え
る
理
想
と
理
荘
の
合
併
任
激
協
議
会
と
で
は

自
ず
か
ら
違
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

懸
懸
難
灘
灘
雛
礫
鐡
叢
纐
顯
欝
鞭
雛
難
鞍
灘
灘
羅
灘
撚
嚢
、
、

　
麟
や
県
か
ら
い
か
に
多
く
の
お
金
を
引
き
撮
す
か
で
行
政
の
優
劣
を
決
め
る
よ
う
な
、
今
ま
で
の

ス
タ
イ
ル
で
は
対
癒
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
州
ミ
オ
ン
中
璽
」
の
よ
う
な
大
き
な
仕
事

に
対
し
て
は
、
以
繭
な
ら
補
助
金
や
趨
篠
な
ど
懸
・
県
の
年
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
ブ
が
あ
っ
た
。
し
か

し
今
後
は
当
地
域
に
大
き
な
カ
と
な
っ
て
い
た
過
諌
籏
に
し
て
も
、
無
く
な
る
こ
と
は
な
く
と
も
相

当
な
舗
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
、
特
に
籍
物
（
建
物
）
は
よ
ほ
ど
の
議
醐
で
な
い
と
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
実
を
理
解
し
、
今
ま
で
の
行
政
パ
タ
ー
ン
を
毒
え
直
し
、
見
薩
し
や
節
約
な
ど
の

行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
単
一
帝
町
村
で
は
眼
罪
が
生
じ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
奮
併
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
現
篠
県
内
で
は
慧
衛
町
村
が
、
平
成
π
年
3
月
ま
で
の
甥
限
合
僕
し
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
自
立
」
を
選
択
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
は
自
主
財
源
が
多
い
な
ど
財
政
的
に
豊
か
な
霞
治
体

が
多
い
。

懸
鍵
灘
礁
灘
懸
鍵
擁
懇
鐡
鑛
鞭
灘
趨
懸
獲
懇
灘
鐵
懇
懸
辮
繊
礫
懸
藤
懸

　
理
往
中
難
秘
か
ら
餐
外
に
通
勤
し
て
い
る
人
の
8
翻
以
上
が
十
購
町
惰
で
あ
り
、
鑑
瀬
圏
は
す
で

に
十
β
町
圏
域
と
な
っ
て
い
る
の
が
環
実
で
あ
る
。
し
か
し
中
墨
籾
で
も
灘
南
指
両
の
億
難
が
多
い

こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
津
南
地
域
（
津
南
町
・
中
襲
討
・
松
之
由
町
〉
で
の
会
欝
選
択
肢
も
毒
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
奮
併
の
方
講
を
決
め
る
の
は
斡
浅
で
あ
る
が
、
長
と
し
て
は
よ
り
現
実
醜

な
立
場
で
の
税
碗
を
し
て
い
る
。

羅
繋
灘
懸
織
灘
饗
議
辮
麟
撚
鐵
鞭
繊
蓮
総
懸
慧
嚢
懸
鑓
騰
灘
撚
叢
鑓

　
新
闘
な
ど
で
話
題
に
な
つ
た
と
お
り
、
　
一
跨
期
険
悪
な
雰
囲
気
な
つ
た
こ
と
は
郵
実
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
は
お
互
い
の
説
明
不
足
・
理
解
不
足
が
原
闘
だ
っ
た
と
確
儒
し
て
い
る
、
岡
会
議
藤
に
は

協
議
会
の
理
念
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
率
直
な
意
覧
と
し
て
今
ま
で
の
よ
う
な
十
鷺
町
一
遍
主
義
に

対
す
る
軌
遵
修
疋
を
準
し
上
げ
、
そ
の
こ
と
が
合
併
可
能
・
不
可
能
の
瀬
戸
際
で
あ
る
こ
と
を
強
く

串
し
入
れ
た
．

　
新
設
合
餅
を
基
本
と
し
た
任
意
協
議
会
で
は
、
脇
議
会
委
鰻
や
新
南
検
討
委
縫
会
委
興
な
ど
関
係

組
織
の
人
数
醍
分
が
5
市
町
村
同
数
と
な
っ
て
お
り
、
霧
町
村
規
模
に
よ
る
醗
分
で
は
な
い
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
こ
の
地
域
全
傭
を
考
え
た
、
新
帯
樗
来
像
策
定
の
た
め
の
基
本
的
槻
点
に
立
っ
た
考
え

方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
地
域
内
蹴
大
自
論
体
で
あ
る
十
日
驚
市
の
存
葎
緬
鐘

に
ま
で
不
安
を
抱
か
せ
る
結
果
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
十
醸
町
窮
で
も
飽
の
町
材
岡
轍
財
政
的
に
余
総

が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
こ
の
含
併
を
機
に
活
性
を
図
り
た
い
と
す
る
驚
え
を
持
っ
て
い
る
人
も
た
く

さ
ん
い
る
．

懇
継
鱗
鐵
懸
醗
嚢
纏
灘
叢
欝
灘
撫
灘
藩
総
難
灘

　
合
憐
に
よ
り
周
辺
地
域
が
不
便
に
な
っ
た
り
さ
び
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
覗
鉦
の
役
場
庁
舎
の
機
能
充
実
、
新
市
の
市
役
所
の
位
置
、
地
域
の

欝
を
反
映
す
る
た
め
の
硯
撫
町
村
単
位
で
の
自
治
権
の
確
保
が
璽
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、

　
ま
た
薪
秦
の
中
に
現
市
町
村
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
、
ま
た
そ
れ
に
尚
か
っ
て
釜
種
甥
業

調
整
を
行
い
確
か
な
計
晒
策
建
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

饗
撫
縫
麟
慧
灘
繋
慧
鞭
懸
鱗
騰
纐
懲
懸

　
現
征
の
状
況
で
は
津
南
と
の
合
併
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
港
え
ざ
る
を
得
な
い
。
津
南
晦
は

す
で
に
「
自
律
」
の
道
を
選
択
し
、
藩
々
と
準
繍
を
進
め
て
い
る
．
し
か
し
反
薦
、
将
来
（
次
の
）

は
禽
併
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
も
欝
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
松
之
山
と
し
て

は
萩
し
い
帯
の
中
に
き
ち
ん
と
し
た
泣
置
付
け
を
行
い
麟
進
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．

　
い
ず
れ
の
選
択
肢
に
し
ろ
、
含
併
で
き
る
か
ど
う
か
の
議
論
で
は
な
く
、
あ
る
べ
く
将
来
の
姿
を

論
議
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
．

併を考える」肺講座町づくり町

晦
叢
溝
莚
灘
鞍
響
の
緩
緯
懸
議
萌

　
町
長
は
中
里
凝
・
山
本
糎
長
の
講
演
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で
跡
が
取
り

総
ん
で
き
た
叢
町
雄
合
磁
に
つ
い
て
の
経
緯
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
．
要
濤
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

　
合
・
園
の
講
演
は
、
先
の
（
4
月
2
8
臼
）
津
南
町
’
小
林
三
妻
男
町
長
の
講

演
に
続
く
も
の
で
、
今
後
の
方
勘
牲
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

会
場
に
は
跡
内
外
か
ら
達
0
0
名
を
越
え
る
傍
聴
嵩
が
あ
り
蜜
し
た
、

羅
灘
雛
灘
懇
纏
灘
縷

当
螺
纏
瓢
鶉
鵬
縷
聴
磐
購
齢
瓢
鱗
蝉
難
噸
難
醐
銚
雛
欝
憾
縫
脚
篶

越
圏
に
分
噺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
．

薪
ガ
詰
萌
懸
講
講
獣
鰯
網
鑓
碧
鍵
識
綜
繁
鹸
縷
殿
総
雛
郷
舞
欝

う
か
に
思
わ
れ
た
が
、
津
南
驚
が
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
合
併
し
な
い
「
欝
律
“
を
選
択
し
、
禽
併
任
意
協
議
会

に
は
参
那
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
6
晦
町
籾
揃
っ
て
の
発
是
と
い
う
当
初
の
縢
的
は
崩
薮
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た

が
、
協
議
の
結
果
5
帯
瞬
粒
で
任
意
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
．

去　
　
る
4
月
2
8
窃
の
簿
づ
く
り
講
演
会
に
講
師
と
し
て
訪
れ
た
津
南
購
・
小
林
町
畏
は
、
灘
南
鐙
は
禽
併
を
否
定
し
て

　
　
い
る
の
で
は
な
く
、
枠
績
み
に
よ
っ
て
は
舎
鮮
す
る
こ
と
に
も
髄
両
き
で
あ
る
鴇
の
発
露
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

時
議
会
に
津
南
町
と
の
合
併
の
選
択
肢
を
撫
え
る
こ
と
を
喪
明
し
、
6
月
の
建
例
議
会
で
は
、
6
議
騒
の
合
携
醐
連
質
間

に
紺
し
率
直
な
答
弁
を
行
っ
た
。
（
簿
議
会
報
・
広
報
7
月
弩
に
握
載
し
ま
し
た
．
）

　
津
南
瞬
と
の
合
俳
を
霧
え
る
に
は
中
璽
村
の
意
織
が
大
き
な
慧
味
を
縛
つ
こ

と
か
ら
、
今
鐡
働
添
贋
長
を
お
迎
え
し
講
演
を
お
願
い
し
た
．

顯
灘
難
灘
難
灘
鑛

　
現
窪
進
め
ら
れ
て
い
る
5
市
購
村
に
よ
る
協
議
の
大
粋
は
、
鎗
月
畷
に
な
る

と
で
き
あ
が
る
予
建
な
の
で
、
そ
の
順
に
集
落
・
地
域
を
麺
り
懇
談
会
を
行

い
、
そ
の
後
往
浅
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

　
合
併
の
方
肉
は
住
昆
の
慧
肉
を
尊
重
し
、
議
会
と
脇
議
し
な
が
ら
決
め
て
い

く
、
住
民
ひ
と
り
一
人
が
懸
分
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
い
っ
そ
う
論
議
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
．

◆
合
欝
任
意
協
織
会
逮
報
と
協
譲
会
闘
催
の
お
知
ら
せ
は
、

　
溺
蒲
級
欄
衛
購
紺
合
群
を
観
る
繍
に
褐
載
し
濠
し
た
。

ま
き

携
こ
の
地
一
織
紛

望
葦
レ
い
禽
併
に
つ
い

　
簿
⑳
蟹
糎
笛
・
掘
本
覆
億

　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨騨
緬紳麟騨騨町慣叢賜雛鶴講穫
　　　　　シ藁施慰霜晦糧台灘」を罎え蕎

　　　　　　響、獺＿

灘懸灘灘灘灘灘灘欝灘灘灘灘灘灘懸鑛灘灘灘欝灘灘

野
島
だ
よ
り

●
「
ブ
ツ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

　
ゲ
ヱ
　
ゲ
ゲ
ゲ
と
窒
中
を
翻
り
な
が
ら
鳴
く
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、

夏
鳥
と
し
て
松
之
由
に
渡
っ
て
き
譲
す
、
頭
上
を
飛
ぶ
と
き
翼
に
大

き
な
濤
い
紋
が
罎
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
地
元
で
は
「
紋
付
き
鳥
隔
と
も

呼
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ナ
林
を
中
心
に
キ
ツ
ツ
キ
が
醐
け
た
木
の
穴
に

営
巣
し
、
お
に
大
型
の
昆
虫
類
を
餌
と
し
て
い
衷
す
－
巣
穴
の
真
箏
に

は
、
ク
ワ
ガ
タ
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
綱
い
殻
や
鞘
羽
根
が
落
ち
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
聯
虫
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
．
そ
の
ほ

か
に
貝
殻
や
儀
の
プ
ル
リ
ン
グ
、
一
円
玉
な
ど
も
晃
つ
か
っ
て
い
ま

す
．
こ
れ
ら
の
園
い
も
の
や
零
蜜
の
殻
や
鞘
羽
根
は
、
淵
化
で
き
ず
に

ペ
リ
ツ
ト
と
し
て
旺
き
患
し
て
い
ま
す
。
｝
貌
に
よ
る
と
、
露
い
も
の

を
飲
み
込
ん
で
欝
の
中
の
滴
化
を
助
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

．
頚
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
く
ち
ば
し
と
是
が
ピ
ン
ク
で
、
俸
全
捧

に
金
罵
光
沢
の
あ
る
濃
い
毒
穂
を
し
て
い

ま
す
。
欝
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
コ
ノ

ハ
ズ
ク
と
鷺
罰
し
て
、
姿
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
費
　
材
由
暁
）

纏
今
月
の
定
倒
探
鳥
会

写
爽
提
供
：
趨
山
祐
一
翫

▼
臼
　
購
　
8
月
2
3
撮
ハ
土
）

　
　
　
　
　
隼
離
5
時
～
8
隣
ま
で

▼
場
　
漸
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
由

　
　
　
　
　
「
森
の
学
校
瞬
キ
ョ
ロ
ロ
駿
憲
場
集
禽

▼
そ
の
地
　
「
森
の
学
校
幅
キ
ョ
ロ
撚
の
自
然
観
察
会
と
の
薬
催
で

　
行
い
ま
す
。
友
達
を
誘
い
合
っ
て
参
撫
し
て
く
だ
さ
い
．

鱗
、蛇

7



1
寸
o
り
O
F

『
こ
の
地
域
の
望
ま
し
い
合
併
に
つ
い
て
』

中
里
村
山
本
茂
穂
村
長

合
傍
で
き
る
か
ど
う
か
の
議
論
で
は
な
く

あ
る
べ
く
将
来
の
姿
を
諭
議
ず
る
こ
と
こ
ぞ
本
旨

　麟◎山本茂穂民●磯

　中里講議会議黄、中墾樋花

卉球根総合長、中肇封農協縮

含長等を歴任し、平成元葺
12月より幾職．現鹿4期目で、

中魚沼郡欝村会長も努める．

　十欝町広域圏含併妊慧協

議会長として、この地域の将

※像を探る璽貴を擾う。

6

………7月▽段（木〉休養村センターにて

　
十
田
町
広
域
圏
6
市
町
籾
の
粋
組
み
で
任
意
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ぞ
、
の
枠
組
み
の
中
で
よ
り
良

い
合
併
の
姿
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
自
分
の
理
想
の
形
だ
っ
た
．

　
津
南
町
に
は
任
意
協
議
会
へ
の
撫
入
を
強
く
揮
し
進
め
て
き
た
が
、
残
A
・
心
な
が
ら
か
な
わ
な
か
っ

た
。
5
市
町
醤
と
な
る
と
初
期
の
目
的
が
違
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
換
討
の
結
梁
そ
の
ま
ま
任

意
協
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
自
分
の
考
え
る
理
想
と
理
荘
の
合
併
任
激
協
議
会
と
で
は

自
ず
か
ら
違
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

懸
懸
難
灘
灘
雛
礫
鐡
叢
纐
顯
欝
鞭
雛
難
鞍
灘
灘
羅
灘
撚
嚢
、
、

　
麟
や
県
か
ら
い
か
に
多
く
の
お
金
を
引
き
撮
す
か
で
行
政
の
優
劣
を
決
め
る
よ
う
な
、
今
ま
で
の

ス
タ
イ
ル
で
は
対
癒
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。
た
と
え
ば
州
ミ
オ
ン
中
璽
」
の
よ
う
な
大
き
な
仕
事

に
対
し
て
は
、
以
繭
な
ら
補
助
金
や
趨
篠
な
ど
懸
・
県
の
年
厚
い
バ
ッ
ク
ア
ッ
ブ
が
あ
っ
た
。
し
か

し
今
後
は
当
地
域
に
大
き
な
カ
と
な
っ
て
い
た
過
諌
籏
に
し
て
も
、
無
く
な
る
こ
と
は
な
く
と
も
相

当
な
舗
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
、
特
に
籍
物
（
建
物
）
は
よ
ほ
ど
の
議
醐
で
な
い
と
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
理
実
を
理
解
し
、
今
ま
で
の
行
政
パ
タ
ー
ン
を
毒
え
直
し
、
見
薩
し
や
節
約
な
ど
の

行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
に
は
単
一
帝
町
村
で
は
眼
罪
が
生
じ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
奮
併
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
現
篠
県
内
で
は
慧
衛
町
村
が
、
平
成
π
年
3
月
ま
で
の
甥
限
合
僕
し
な
い
、
い
わ
ゆ

る
「
自
立
」
を
選
択
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
ら
は
自
主
財
源
が
多
い
な
ど
財
政
的
に
豊
か
な
霞
治
体

が
多
い
。

懸
鍵
灘
礁
灘
懸
鍵
擁
懇
鐡
鑛
鞭
灘
趨
懸
獲
懇
灘
鐵
懇
懸
辮
繊
礫
懸
藤
懸

　
理
往
中
難
秘
か
ら
餐
外
に
通
勤
し
て
い
る
人
の
8
翻
以
上
が
十
購
町
惰
で
あ
り
、
鑑
瀬
圏
は
す
で

に
十
β
町
圏
域
と
な
っ
て
い
る
の
が
環
実
で
あ
る
。
し
か
し
中
墨
籾
で
も
灘
南
指
両
の
億
難
が
多
い

こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
津
南
地
域
（
津
南
町
・
中
襲
討
・
松
之
由
町
〉
で
の
会
欝
選
択
肢
も
毒
え
ら

れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
奮
併
の
方
講
を
決
め
る
の
は
斡
浅
で
あ
る
が
、
長
と
し
て
は
よ
り
現
実
醜

な
立
場
で
の
税
碗
を
し
て
い
る
。

羅
繋
灘
懸
織
灘
饗
議
辮
麟
撚
鐵
鞭
繊
蓮
総
懸
慧
嚢
懸
鑓
騰
灘
撚
叢
鑓

　
新
闘
な
ど
で
話
題
に
な
つ
た
と
お
り
、
　
一
跨
期
険
悪
な
雰
囲
気
な
つ
た
こ
と
は
郵
実
で
あ
る
。
し

か
し
こ
れ
は
お
互
い
の
説
明
不
足
・
理
解
不
足
が
原
闘
だ
っ
た
と
確
儒
し
て
い
る
、
岡
会
議
藤
に
は

協
議
会
の
理
念
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
率
直
な
意
覧
と
し
て
今
ま
で
の
よ
う
な
十
鷺
町
一
遍
主
義
に

対
す
る
軌
遵
修
疋
を
準
し
上
げ
、
そ
の
こ
と
が
合
併
可
能
・
不
可
能
の
瀬
戸
際
で
あ
る
こ
と
を
強
く

串
し
入
れ
た
．

　
新
設
合
餅
を
基
本
と
し
た
任
意
協
議
会
で
は
、
脇
議
会
委
鰻
や
新
南
検
討
委
縫
会
委
興
な
ど
関
係

組
織
の
人
数
醍
分
が
5
市
町
村
同
数
と
な
っ
て
お
り
、
霧
町
村
規
模
に
よ
る
醗
分
で
は
な
い
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
こ
の
地
域
全
傭
を
考
え
た
、
新
帯
樗
来
像
策
定
の
た
め
の
基
本
的
槻
点
に
立
っ
た
考
え

方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
逆
に
地
域
内
蹴
大
自
論
体
で
あ
る
十
日
驚
市
の
存
葎
緬
鐘

に
ま
で
不
安
を
抱
か
せ
る
結
果
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
十
醸
町
窮
で
も
飽
の
町
材
岡
轍
財
政
的
に
余
総

が
あ
る
わ
け
で
な
く
、
こ
の
含
併
を
機
に
活
性
を
図
り
た
い
と
す
る
驚
え
を
持
っ
て
い
る
人
も
た
く

さ
ん
い
る
．

懇
継
鱗
鐵
懸
醗
嚢
纏
灘
叢
欝
灘
撫
灘
藩
総
難
灘

　
合
憐
に
よ
り
周
辺
地
域
が
不
便
に
な
っ
た
り
さ
び
れ
た
り
す
る
こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し

さ
せ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
。
覗
鉦
の
役
場
庁
舎
の
機
能
充
実
、
新
市
の
市
役
所
の
位
置
、
地
域
の

欝
を
反
映
す
る
た
め
の
硯
撫
町
村
単
位
で
の
自
治
権
の
確
保
が
璽
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
、

　
ま
た
薪
秦
の
中
に
現
市
町
村
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
、
ま
た
そ
れ
に
尚
か
っ
て
釜
種
甥
業

調
整
を
行
い
確
か
な
計
晒
策
建
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

饗
撫
縫
麟
慧
灘
繋
慧
鞭
懸
鱗
騰
纐
懲
懸

　
現
征
の
状
況
で
は
津
南
と
の
合
併
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
と
港
え
ざ
る
を
得
な
い
。
津
南
晦
は

す
で
に
「
自
律
」
の
道
を
選
択
し
、
藩
々
と
準
繍
を
進
め
て
い
る
．
し
か
し
反
薦
、
将
来
（
次
の
）

は
禽
併
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
と
も
欝
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
松
之
山
と
し
て

は
萩
し
い
帯
の
中
に
き
ち
ん
と
し
た
泣
置
付
け
を
行
い
麟
進
す
る
の
が
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
．

　
い
ず
れ
の
選
択
肢
に
し
ろ
、
含
併
で
き
る
か
ど
う
か
の
議
論
で
は
な
く
、
あ
る
べ
く
将
来
の
姿
を

論
議
す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
あ
る
．

併を考える」肺講座町づくり町

晦
叢
溝
莚
灘
鞍
響
の
緩
緯
懸
議
萌

　
町
長
は
中
里
凝
・
山
本
糎
長
の
講
演
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で
跡
が
取
り

総
ん
で
き
た
叢
町
雄
合
磁
に
つ
い
て
の
経
緯
と
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
．
要
濤
は
次
の
と
お
り
で
す
．
．

　
合
・
園
の
講
演
は
、
先
の
（
4
月
2
8
臼
）
津
南
町
’
小
林
三
妻
男
町
長
の
講

演
に
続
く
も
の
で
、
今
後
の
方
勘
牲
に
大
き
な
影
響
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

会
場
に
は
跡
内
外
か
ら
達
0
0
名
を
越
え
る
傍
聴
嵩
が
あ
り
蜜
し
た
、

羅
灘
雛
灘
懇
纏
灘
縷

当
螺
纏
瓢
鶉
鵬
縷
聴
磐
購
齢
瓢
鱗
蝉
難
噸
難
醐
銚
雛
欝
憾
縫
脚
篶

越
圏
に
分
噺
す
る
こ
と
と
な
っ
た
．

薪
ガ
詰
萌
懸
講
講
獣
鰯
網
鑓
碧
鍵
識
綜
繁
鹸
縷
殿
総
雛
郷
舞
欝

う
か
に
思
わ
れ
た
が
、
津
南
驚
が
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
合
併
し
な
い
「
欝
律
“
を
選
択
し
、
禽
併
任
意
協
議
会

に
は
参
那
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
6
晦
町
籾
揃
っ
て
の
発
是
と
い
う
当
初
の
縢
的
は
崩
薮
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た

が
、
協
議
の
結
果
5
帯
瞬
粒
で
任
意
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
．

去　
　
る
4
月
2
8
窃
の
簿
づ
く
り
講
演
会
に
講
師
と
し
て
訪
れ
た
津
南
購
・
小
林
町
畏
は
、
灘
南
鐙
は
禽
併
を
否
定
し
て

　
　
い
る
の
で
は
な
く
、
枠
績
み
に
よ
っ
て
は
舎
鮮
す
る
こ
と
に
も
髄
両
き
で
あ
る
鴇
の
発
露
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け

時
議
会
に
津
南
町
と
の
合
併
の
選
択
肢
を
撫
え
る
こ
と
を
喪
明
し
、
6
月
の
建
例
議
会
で
は
、
6
議
騒
の
合
携
醐
連
質
間

に
紺
し
率
直
な
答
弁
を
行
っ
た
。
（
簿
議
会
報
・
広
報
7
月
弩
に
握
載
し
ま
し
た
．
）

　
津
南
瞬
と
の
合
俳
を
霧
え
る
に
は
中
璽
村
の
意
織
が
大
き
な
慧
味
を
縛
つ
こ

と
か
ら
、
今
鐡
働
添
贋
長
を
お
迎
え
し
講
演
を
お
願
い
し
た
．

顯
灘
難
灘
難
灘
鑛

　
現
窪
進
め
ら
れ
て
い
る
5
市
購
村
に
よ
る
協
議
の
大
粋
は
、
鎗
月
畷
に
な
る

と
で
き
あ
が
る
予
建
な
の
で
、
そ
の
順
に
集
落
・
地
域
を
麺
り
懇
談
会
を
行

い
、
そ
の
後
往
浅
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

　
合
併
の
方
肉
は
住
昆
の
慧
肉
を
尊
重
し
、
議
会
と
脇
議
し
な
が
ら
決
め
て
い

く
、
住
民
ひ
と
り
一
人
が
懸
分
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
い
っ
そ
う
論
議
を
深

め
て
も
ら
い
た
い
．

◆
合
欝
任
意
協
織
会
逮
報
と
協
譲
会
闘
催
の
お
知
ら
せ
は
、

　
溺
蒲
級
欄
衛
購
紺
合
群
を
観
る
繍
に
褐
載
し
濠
し
た
。

ま
き

携
こ
の
地
一
織
紛

望
葦
レ
い
禽
併
に
つ
い

　
簿
⑳
蟹
糎
笛
・
掘
本
覆
億

　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨騨
緬紳麟騨騨町慣叢賜雛鶴講穫
　　　　　シ藁施慰霜晦糧台灘」を罎え蕎

　　　　　　響、獺＿

灘懸灘灘灘灘灘灘欝灘灘灘灘灘灘懸鑛灘灘灘欝灘灘

野
島
だ
よ
り

●
「
ブ
ツ
ポ
ウ
ソ
ウ
」

松
之
出
町
野
鳥
愛
護
会

　
ゲ
ヱ
　
ゲ
ゲ
ゲ
と
窒
中
を
翻
り
な
が
ら
鳴
く
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
は
、

夏
鳥
と
し
て
松
之
由
に
渡
っ
て
き
譲
す
、
頭
上
を
飛
ぶ
と
き
翼
に
大

き
な
濤
い
紋
が
罎
立
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
地
元
で
は
「
紋
付
き
鳥
隔
と
も

呼
ん
で
い
ま
す
。
ブ
ナ
林
を
中
心
に
キ
ツ
ツ
キ
が
醐
け
た
木
の
穴
に

営
巣
し
、
お
に
大
型
の
昆
虫
類
を
餌
と
し
て
い
衷
す
－
巣
穴
の
真
箏
に

は
、
ク
ワ
ガ
タ
や
コ
ガ
ネ
ム
シ
の
綱
い
殻
や
鞘
羽
根
が
落
ち
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
聯
虫
類
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
よ
う
で
す
．
そ
の
ほ

か
に
貝
殻
や
儀
の
プ
ル
リ
ン
グ
、
一
円
玉
な
ど
も
晃
つ
か
っ
て
い
ま

す
．
こ
れ
ら
の
園
い
も
の
や
零
蜜
の
殻
や
鞘
羽
根
は
、
淵
化
で
き
ず
に

ペ
リ
ツ
ト
と
し
て
旺
き
患
し
て
い
ま
す
。
｝
貌
に
よ
る
と
、
露
い
も
の

を
飲
み
込
ん
で
欝
の
中
の
滴
化
を
助
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も

．
頚
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
く
ち
ば
し
と
是
が
ピ
ン
ク
で
、
俸
全
捧

に
金
罵
光
沢
の
あ
る
濃
い
毒
穂
を
し
て
い

ま
す
。
欝
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ
で
あ
る
コ
ノ

ハ
ズ
ク
と
鷺
罰
し
て
、
姿
の
ブ
ッ
ポ
ウ
ソ

ウ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
費
　
材
由
暁
）

纏
今
月
の
定
倒
探
鳥
会

写
爽
提
供
：
趨
山
祐
一
翫

▼
臼
　
購
　
8
月
2
3
撮
ハ
土
）

　
　
　
　
　
隼
離
5
時
～
8
隣
ま
で

▼
場
　
漸
　
バ
ー
ド
ピ
ア
須
由

　
　
　
　
　
「
森
の
学
校
瞬
キ
ョ
ロ
ロ
駿
憲
場
集
禽

▼
そ
の
地
　
「
森
の
学
校
幅
キ
ョ
ロ
撚
の
自
然
観
察
会
と
の
薬
催
で

　
行
い
ま
す
。
友
達
を
誘
い
合
っ
て
参
撫
し
て
く
だ
さ
い
．

鱗
、蛇

7



麟購 、灘．緩齢

　　　勾

　　　　　　　　けんと　　　　　建りゅういち
　　　　　　　　健人ちゃん（2歳）i龍一ちゃん（2歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　鴛
　　　　　　　　若月修一・稔子さんの長男　慧　巻川雄一・美奈子さんの長男

　　　　　　　　　　　（藤倉・廟太猫）　i　　　　　　　（松O・坂本）

　　　　　　　　　　　　　　　　蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　　み蘇くけ葡やん、rむこ惣のだいじ分艦楽i鰍く薄琶朋鵬が鷲て魏ちゃん購りまし
し疏してい礪の8磯水浴紙気が悪くてがっか鴛た誘やしてあげた御っし威お鵬に入ったり‘甲嘲

り。で繍父さんと調酬こ駅縣ヂノレに融i…謁詫ってもか櫛も、んだよ・でもね・パパさん

て伽て栃旋んだ。創鎌菊て水の軋ダイiとママさんがあ磁り“たまぎのこdまっかりかま

ビング硫り、波の齢プールで浮舗謙って遊ん1塒は、ぼくだってち鐙とはやき筋やくんだ澗

だり、も獺高礫しか旋よ．・ぼくの好物を紹介1続燃1こ凝り蹟ちゃって・もっか遂のおじしも

するね．纈ご蹴キムチとイカの僻一・解、渋iやんが偽てく糠磁とバチで鰍中・顯りでた

騰んばっかだって？う～ん、どうしてもお父さん1趨るようにがんぱらなくちゃ・

の好物に似ちゃうんだよね瀕が1以てると食べ物も似i㈹母さんから｝謝

てくるのか頓．　　　　　　　馨歌と踊りが大鍵な龍ちゃん・し、つ働んなを楽し
【お父さんから薦】　　　　　　iい期ち驚せてく縦ありがとう・励がとう・ご

購をいろんな繭か覗られる、視野の卿人に1め磁さい・いた縫ますやごちそうさま…『・いつ

なってほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　三でも気持ちを込めて書える入になろうね！

以驚灘旛蘇窯・灘凝饗彗欝籍霧
讐9髭巽議籍暴あ繍編霧聾誓臨凄謝簾蹴え諜嚢翼

登蕪翼驚糠灘灘巌総・灘霧
　　蕉爆｛こ翻ているコレ脚擁下げる薬の内、ギメバ。鋤とrリポ薮螺

　　　す　なりま凱　磯　》蕩
蕪熱講饗羅薫馨　　　蚤
嚥・人で㈱㈱鰍で麟㈱総に謝畿　　　翁
　飽のシップ薬についても診療駈の中に撮示してありまず　　　　　　　　　　　　　櫓譲

のでよく瓢醗だき、後発品鞭ってみようと騨れる　　　　　働
方は串嘘てい齪酬纐いたしまず．　　　　　　勤

霊

レ　ム

，

9

　
平
成
騰
年
8
月
30
臼
現
筏
満
2
0

歳
以
上
で
、
岡
年
5
月
2
4
段
以
莇

に
町
内
に
転
入
し
て
住
罠
登
録
が

済
ん
で
い
る
人
（
松
之
山
町
の
選

挙
人
名
簿
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
）
。
た
だ
し
、
次
項
の

　
投
票
臼
に
所
薦
で
投
票
所
に
行

け
な
い
場
合
は
、
不
荏
響
投
票
を

ご
利
薦
く
だ
さ
い
．
8
月
器
旦
月
）

か
ら
8
月
2
9
9
（
金
）
ま
で
の
蘇
段
、

午
繭
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま

で
役
場
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
受

　
平
成
焉
年
9
月
5
日
は
町
議
会

議
員
、
さ
ら
に
岡
9
月
9
臼
に
は

町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
4
年
の
任
朗
満

了
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
來
る
8

鎖
2
5
貝
月
善
ボ
・
8
月
30
旦
土
）

を
投
票
目
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
合
併
問
題
を
控
え
、
将
来
の
松

之
出
町
を
託
す
こ
と
と
な
る
腐
長
」

町
議
会
議
員
の
選
挙
で
す
．
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
食
心
に
従
い
自
分

で
決
め
た
人
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
も
、
投
票
臼
ま
で
に
驚
外
に
転

患
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
学
生
な
ど
住
斯
が
松
之
山

町
に
あ
っ
て
も
、
実
際
は
学
校
所

筏
地
の
ア
パ
ー
ト
や
寮
で
生
瀬
し

て
い
る
場
合
は
、
特
段
の
事
惰
が

あ
る
場
合
の
飽
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
（
住
漸
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
）

　
入
場
券
は
後
臼
集
落
総
代
を
通

し
て
お
漏
け
し
ま
す
の
で
、
投
票

に
お
患
か
け
の
際
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
係
貴
に
串
し
出
て
く
だ

さ
い
。

「
投
票
で
き
な
い
入
」
に
該
当
し

て
い
る
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

け
付
け
て
い
ま
す
。

，
，
護
馨
難
，
鰯
霧

延韮灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
欝

耀
鑛
態
鱒
　
　
　
毒

　
　
　
　
　
　
　
闇
　
　
　
撚

撚
投
票
目
莚
燕

　
　
　
松
之
山
時
選
挙
管
理
委
員
会

町
璽
繍
膿
講
無
踊
鞭
銘
騨
駄
綴
毅
綴
欝

淡
水
魯
の
襯
紙
に
黒
字
で
印
刷
扁

　
と

　
こ

ζ
る

り
け

注
つ

つ
を

ほ
○

に甲ん輿の欄で印ムゴ

松
之
由
町
長
選
挙
投
票
　
　
隻
爵

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理

　
　
　
　
　
　
　
蚕
貴
会
印

　
涯
意

一
欝
響
よ
う
と
す
撫
嚢
簿
に
つ
い
て
誌

　
懸
焦
8
を
霧
撫
5
撃
書
嚢
と

　
　
隷
か
　
　
な
に
　
　
　
か

二
　
〇
の
飽
は
飼
も
書
か
な
い
こ
と

○
を
つ
け
る
擶

こ
う
　
　
破
　
匁
“
　
し
　
躊
い

候
補
春
氏
名

、
｝
奈
　
彗
　
た
　
懸

軍
　
乙
　
太
　
良

○

機
か
雌
襟
駒

汽
い
　
　
剛
犠
　
　
じ
　
　
ろ
5

溝
　
丁
次
郎

　　【白地に赤字で印鰯ユ

記号式投票馬紙（みほん〉

　ゴム印で欄の爽ん中にはっきりと

町
長
選
挙
無
記
署
式
投
票
』

町
議
会
議
員
選
挙
は
『
記
名
式
投
票
』

町
却
錨
離
飽
融
縮
嫡
議
藷
蝶
破
都
麗
撰

で
に
投
票
駕
紙
に
立
候
補
者
の
氏
名
が
印
鰯
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
指
建

さ
れ
た
欄
に
○
の
記
暑
を
記
載
す
る
だ
け
で
投
票
箱
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
纏
記
載
台
に
○
を
付
け
る
ゴ
ム
印
と
ス
タ
ン
プ
台
が
置
い
て
あ
り
ま

　
　
す
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
猶
鉛
筆
な
ど
を
使
っ
て
○
を
記
載
し
て
も
無
効
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

　
　
町
長
選
挙
の
記
載
台
に
は
常
備
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
獅
押
し
間
違
え
て
訂
正
し
た
い
と
き
は
係
員
に
串
し
出
で
く
だ
さ
い
。

　
猶
「
○
を
付
け
る
欄
」
外
の
場
駈
に
○
を
つ
け
た
り
、
△
．
×
や
雑

　
　
事
を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。
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麟購 、灘．緩齢

　　　勾

　　　　　　　　けんと　　　　　建りゅういち
　　　　　　　　健人ちゃん（2歳）i龍一ちゃん（2歳）

　　　　　　　　　　　　　　　　鴛
　　　　　　　　若月修一・稔子さんの長男　慧　巻川雄一・美奈子さんの長男

　　　　　　　　　　　（藤倉・廟太猫）　i　　　　　　　（松O・坂本）

　　　　　　　　　　　　　　　　蒙
　　　　　　　　　　　　　　　　　み蘇くけ葡やん、rむこ惣のだいじ分艦楽i鰍く薄琶朋鵬が鷲て魏ちゃん購りまし
し疏してい礪の8磯水浴紙気が悪くてがっか鴛た誘やしてあげた御っし威お鵬に入ったり‘甲嘲

り。で繍父さんと調酬こ駅縣ヂノレに融i…謁詫ってもか櫛も、んだよ・でもね・パパさん

て伽て栃旋んだ。創鎌菊て水の軋ダイiとママさんがあ磁り“たまぎのこdまっかりかま

ビング硫り、波の齢プールで浮舗謙って遊ん1塒は、ぼくだってち鐙とはやき筋やくんだ澗

だり、も獺高礫しか旋よ．・ぼくの好物を紹介1続燃1こ凝り蹟ちゃって・もっか遂のおじしも

するね．纈ご蹴キムチとイカの僻一・解、渋iやんが偽てく糠磁とバチで鰍中・顯りでた

騰んばっかだって？う～ん、どうしてもお父さん1趨るようにがんぱらなくちゃ・

の好物に似ちゃうんだよね瀕が1以てると食べ物も似i㈹母さんから｝謝

てくるのか頓．　　　　　　　馨歌と踊りが大鍵な龍ちゃん・し、つ働んなを楽し
【お父さんから薦】　　　　　　iい期ち驚せてく縦ありがとう・励がとう・ご

購をいろんな繭か覗られる、視野の卿人に1め磁さい・いた縫ますやごちそうさま…『・いつ

なってほしい。　　　　　　　　　　　　　　　　　三でも気持ちを込めて書える入になろうね！

以驚灘旛蘇窯・灘凝饗彗欝籍霧
讐9髭巽議籍暴あ繍編霧聾誓臨凄謝簾蹴え諜嚢翼

登蕪翼驚糠灘灘巌総・灘霧
　　蕉爆｛こ翻ているコレ脚擁下げる薬の内、ギメバ。鋤とrリポ薮螺

　　　す　なりま凱　磯　》蕩
蕪熱講饗羅薫馨　　　蚤
嚥・人で㈱㈱鰍で麟㈱総に謝畿　　　翁
　飽のシップ薬についても診療駈の中に撮示してありまず　　　　　　　　　　　　　櫓譲

のでよく瓢醗だき、後発品鞭ってみようと騨れる　　　　　働
方は串嘘てい齪酬纐いたしまず．　　　　　　勤

霊

レ　ム

，

9

　
平
成
騰
年
8
月
30
臼
現
筏
満
2
0

歳
以
上
で
、
岡
年
5
月
2
4
段
以
莇

に
町
内
に
転
入
し
て
住
罠
登
録
が

済
ん
で
い
る
人
（
松
之
山
町
の
選

挙
人
名
簿
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
す
）
。
た
だ
し
、
次
項
の

　
投
票
臼
に
所
薦
で
投
票
所
に
行

け
な
い
場
合
は
、
不
荏
響
投
票
を

ご
利
薦
く
だ
さ
い
．
8
月
器
旦
月
）

か
ら
8
月
2
9
9
（
金
）
ま
で
の
蘇
段
、

午
繭
8
時
30
分
か
ら
午
後
8
時
ま

で
役
場
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
受

　
平
成
焉
年
9
月
5
日
は
町
議
会

議
員
、
さ
ら
に
岡
9
月
9
臼
に
は

町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
4
年
の
任
朗
満

了
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
町

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
來
る
8

鎖
2
5
貝
月
善
ボ
・
8
月
30
旦
土
）

を
投
票
目
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　
合
併
問
題
を
控
え
、
将
来
の
松

之
出
町
を
託
す
こ
と
と
な
る
腐
長
」

町
議
会
議
員
の
選
挙
で
す
．
棄
権

す
る
こ
と
な
く
、
食
心
に
従
い
自
分

で
決
め
た
人
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

て
も
、
投
票
臼
ま
で
に
驚
外
に
転

患
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
ま
た
学
生
な
ど
住
斯
が
松
之
山

町
に
あ
っ
て
も
、
実
際
は
学
校
所

筏
地
の
ア
パ
ー
ト
や
寮
で
生
瀬
し

て
い
る
場
合
は
、
特
段
の
事
惰
が

あ
る
場
合
の
飽
は
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
（
住
漸
要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
）

　
入
場
券
は
後
臼
集
落
総
代
を
通

し
て
お
漏
け
し
ま
す
の
で
、
投
票

に
お
患
か
け
の
際
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
な
お
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場

合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、

投
票
所
で
係
貴
に
串
し
出
て
く
だ

さ
い
。

「
投
票
で
き
な
い
入
」
に
該
当
し

て
い
る
場
合
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

け
付
け
て
い
ま
す
。

，
，
護
馨
難
，
鰯
霧

延韮灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
欝

耀
鑛
態
鱒
　
　
　
毒

　
　
　
　
　
　
　
闇
　
　
　
撚

撚
投
票
目
莚
燕

　
　
　
松
之
山
時
選
挙
管
理
委
員
会

町
璽
繍
膿
講
無
踊
鞭
銘
騨
駄
綴
毅
綴
欝

淡
水
魯
の
襯
紙
に
黒
字
で
印
刷
扁

　
と

　
こ

ζ
る

り
け

注
つ

つ
を

ほ
○

に甲ん輿の欄で印ムゴ

松
之
由
町
長
選
挙
投
票
　
　
隻
爵

　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理

　
　
　
　
　
　
　
蚕
貴
会
印

　
涯
意

一
欝
響
よ
う
と
す
撫
嚢
簿
に
つ
い
て
誌

　
懸
焦
8
を
霧
撫
5
撃
書
嚢
と

　
　
隷
か
　
　
な
に
　
　
　
か

二
　
〇
の
飽
は
飼
も
書
か
な
い
こ
と

○
を
つ
け
る
擶

こ
う
　
　
破
　
匁
“
　
し
　
躊
い

候
補
春
氏
名

、
｝
奈
　
彗
　
た
　
懸

軍
　
乙
　
太
　
良

○

機
か
雌
襟
駒

汽
い
　
　
剛
犠
　
　
じ
　
　
ろ
5

溝
　
丁
次
郎

　　【白地に赤字で印鰯ユ

記号式投票馬紙（みほん〉

　ゴム印で欄の爽ん中にはっきりと

町
長
選
挙
無
記
署
式
投
票
』

町
議
会
議
員
選
挙
は
『
記
名
式
投
票
』

町
却
錨
離
飽
融
縮
嫡
議
藷
蝶
破
都
麗
撰

で
に
投
票
駕
紙
に
立
候
補
者
の
氏
名
が
印
鰯
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
指
建

さ
れ
た
欄
に
○
の
記
暑
を
記
載
す
る
だ
け
で
投
票
箱
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。

　
纏
記
載
台
に
○
を
付
け
る
ゴ
ム
印
と
ス
タ
ン
プ
台
が
置
い
て
あ
り
ま

　
　
す
の
で
、
そ
れ
を
使
っ
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
猶
鉛
筆
な
ど
を
使
っ
て
○
を
記
載
し
て
も
無
効
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

　
　
町
長
選
挙
の
記
載
台
に
は
常
備
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
獅
押
し
間
違
え
て
訂
正
し
た
い
と
き
は
係
員
に
串
し
出
で
く
だ
さ
い
。

　
猶
「
○
を
付
け
る
欄
」
外
の
場
駈
に
○
を
つ
け
た
り
、
△
．
×
や
雑

　
　
事
を
書
く
と
無
効
に
な
り
ま
す
。
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11名の舩高窪
　
　
　
　
7
月
鍛
臼
、
安
塚
蕎
校
松
之
由
分
校
に
お
い
て
、
短
期
海
外
観
修
に
出
発

　
　
　
す
る
盗
徒
n
名
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
町
の
煮
蕎
校

　
　
　
生
頬
期
海
外
砺
修
基
金
し
を
濡
爾
し
、
！
年
お
き
に
希
望
脅
を
募
り
、
オ
ー

　
　
　
ス
ト
ラ
リ
ア
に
2
週
間
幾
期
　
げ
桝
修
に
派
遣
す
る
も
の
で
す
。

）
　
　
甕
徒
達
は
こ
の
礒
修
に
備
え
約
王
ヶ
月
問
に
渡
り
放
誤
後
の
特
酬
を
受
け

間
　
週
　
　
て
き
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
自
a
紹
介
や
松
之
出
の
紹
介
と
し
て
英
語
で
発

2
表
し
ま
し
た
．
研
修
地
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
市
で
は
一
人
ず
つ
別
の
家
庭
に
ホ
…

　
の臼

　
ム
ス
テ
イ
し
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
生
濡
や
地
元
嵩
校
で
の
学
生
鑑
濡
を

　
0筆

　
と
お
し
て
様
々
な
外
園
文
化
を
体
験
礒
修
し
ま
す
。

　
月
　
　
　
　
　
　
　
－
ゆ

8
　
　
広
報
来
月
鍔
で
は
、
一
ま
わ
り
成
長
し
た
癒
徒
達
の
研
修
報
欝
を
特
集
す

　
～
　
　
　
　
　
　
。

β
　
る
予
定
で
す

　
8
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
薯

鹸
響
　
欝
黙
、
ン
．
生
．
藩
舗
・
鍵
糊

壁
、
瑠
灘
霧
灘
顕
　

鵬
猶
醒
瓢
．
．
，
薩
醒
獅
　

簾

鍵獲

恥つの臼漁翻8蟹灘鍵毅翫
　　　　　　捻腰懇沢幽の罫鐡鰹欝瞼躍

　松建幽の皆毒んお死黛癒霧か。松違出懸菱慮漣

えまし瀧。私に老っ癒は讃鶴8鍔淀護ちらに樂癒

もう一鐸経ち今霞はお溺紅の晦を邊疑紋3お嬢叢叢。

松灘幽購はヌメり勇癒は難溺蕊きが癒樋i地i各懸骸

海が築際建繧ん欝謬驚鍵鎌謎蝶1然

が多く美難識瀬だと患セ濾欝癒。

保脊漸灘雛業校・贈学校と沢鋤の

搬懸ちと勉強癖塗一ム巻しだ縷楽

雛煮遍ゴ醤、惹穆薫多くの楽移鱒

患臓繊も麟翁ぽ拠撫来ま移だ。一一

集闇お鱒滋のが己んな建短縢＆改

め懇感膿驚拠叢漆。暑麟夏に嶽の

薄漁難麩お懸鱗1ながら餐だ膨て鱒

琶竃覇る欝の鑑達が誇疹葛く菟え叢し廷。雲がお

雛ε春懇遼え癒松建繊は雄覇に素購ら骸嚇隣糊饗

屡驚．棚鑓漁近終の鯛雄撫がぽら職、園植議謹待

豹闘滋ぽの撫が髭嬢、麺燈の塞寮の緑が懸醗逡一

癒ら近くの塞遵ぽ縫葉饗美鞍瞬紋を遡えで騨叢爆

驚、懸磁懇黍i節ぽ嶽麟徴舞の冬髭懸顎薫い諜移羅。

雪溝降珍積の驚辮饗見燧蕎i祭の蓑む蕊投奪麹濠癒

懸薦融が壌iだ饗掻、ぞ膨懇叢輪習橿癒奪も大事に

磯美膨く鈷慧癒く載、漢毯驚。駐の

葱寮癒太達建お繊謡繕勒嫉懇麟蓬

だき癒溺疹一難闇懸過葱懸懸お思

っ懇お鯵豪塗。松違懲晦の皆様黍

鐵匿鄭輪がおう護ざ硲蒙膨挺。発

は松建i幽の讃る叢灘勝き謹帰園勝

る嬉穆さ認黛欝趨はと麟羅懸複雑

懇誘。

　羅護松i之鋤癒逡謹磁旋懸集はi太

燐懸私の嚢霊物葺蕊癒疹叢移幾。滋の鍵i物蓬時惚

晃の滅嶽溝懸護概熱麟拳海懇隊耀鑓毫霧i．鱒繋の覆

がS¢¢騒の穫鐵騨癒、懸滋灘沢幽の1臨繍獲騒o鵬

　　　　　　　　　　　総磯瀞癖。鍵襯難》

”

鍵鱗醸藻縦び大会　惜しい1新記録達成ならず…

　うっとうしい梅雨窒を吹き飛ばすような熱い戦いが繰り広げられました。第16回

鐵となる今大会には、チーム名の審資をやってもいいようなバラエティーに審んだ

名飼の19組が出場しました．どのチームも気持ちは鐙0園突破のようですが、競実

の壁は余りにも腰く、結果が発褒されるたびに笑いと歓声が饗き渡りました。予選

を好成績で通過した中学校陸上チームは、大会新記録をかけて決勝に望みましたが、

借しいかなあと・…歩及ばずカつきました。それにしても子供達と…緒に参撫した二

人の先鑑に工一ル！ヂよく頑張った。感動した。3

★決勝進鐵9チームの成績 （大会記録等34画〉

護懇糞 嶽鰭鐵幾．・ 譲園霞 繋働撰 認鐸
董位 大工特大スターマイン爵ゴリラ 3回 η3園 η3画
裂鍵． 雛羅嚢灘灘欝欝楼潴鍵お熱 麹穣 64園 掌の園

3位 大擬チーム 39園 56回 56回

遜謹・ 灘灘灘獺灘灘畿雛驚鐸鱗 燕愈園 縮織 鑛鐵

5位 チーム」＆K 37園 23園 37園

β縫、・ 熱難磁纐灘鐵 導鰯 25園 難嬢

7位 浦照が原の戦いA η餓 ！6騒 屡7園

饗醸・
『
蕩
鐵
繋 一鐵 3園 鰹園 締繭

9位 今隼はいけるかも艮一タイガース1 8籔 7翻 8園

「
も
う
ダ
メ
、
限
葬
…
…
」

総
働
を
と
ん
だ
優
勝
チ
壕
ム

翻．5鯛松高へ体験入学
松之i．灘中学校3年盗が、松之山分校に体験入学に訪れました。

欝見教頭を婚め各獺当の先鑑からの学校説明や蕩校生の心得などを聞き、

緊張の中にも来春の自分の姿を思い描いているようでした。

県の嵩校再編整備欝麟では将来的に分校は廃疵する方陶になっています

が、特色ある教資を進めることにより小焼穫校ながら多方樹で震績を上げ

ている松趨は、農い意昧での異魯な分校といえます。今のところ単成18年

度寡集までは確実となっていますが、その後は諸条件を検討しての判断と
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いただいています。
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えまし瀧。私に老っ癒は讃鶴8鍔淀護ちらに樂癒

もう一鐸経ち今霞はお溺紅の晦を邊疑紋3お嬢叢叢。

松灘幽購はヌメり勇癒は難溺蕊きが癒樋i地i各懸骸

海が築際建繧ん欝謬驚鍵鎌謎蝶1然
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鍵鱗醸藻縦び大会　惜しい1新記録達成ならず…

　うっとうしい梅雨窒を吹き飛ばすような熱い戦いが繰り広げられました。第16回

鐵となる今大会には、チーム名の審資をやってもいいようなバラエティーに審んだ

名飼の19組が出場しました．どのチームも気持ちは鐙0園突破のようですが、競実
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を好成績で通過した中学校陸上チームは、大会新記録をかけて決勝に望みましたが、

借しいかなあと・…歩及ばずカつきました。それにしても子供達と…緒に参撫した二

人の先鑑に工一ル！ヂよく頑張った。感動した。3

★決勝進鐵9チームの成績 （大会記録等34画〉

護懇糞 嶽鰭鐵幾．・ 譲園霞 繋働撰 認鐸
董位 大工特大スターマイン爵ゴリラ 3回 η3園 η3画
裂鍵． 雛羅嚢灘灘欝欝楼潴鍵お熱 麹穣 64園 掌の園

3位 大擬チーム 39園 56回 56回

遜謹・ 灘灘灘獺灘灘畿雛驚鐸鱗 燕愈園 縮織 鑛鐵

5位 チーム」＆K 37園 23園 37園

β縫、・ 熱難磁纐灘鐵 導鰯 25園 難嬢

7位 浦照が原の戦いA η餓 ！6騒 屡7園

饗醸・
『
蕩
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緊張の中にも来春の自分の姿を思い描いているようでした。

県の嵩校再編整備欝麟では将来的に分校は廃疵する方陶になっています

が、特色ある教資を進めることにより小焼穫校ながら多方樹で震績を上げ

ている松趨は、農い意昧での異魯な分校といえます。今のところ単成18年

度寡集までは確実となっていますが、その後は諸条件を検討しての判断と

なります。松蕩にとっても地域にとっても轟緬が闘われることになります．

　量野和子さん（下籔漉〉が、町人権擁

護委員としての長年の功績により、平成

圭5年6月26撮・新潟地方法務局におい
て「新潟県人権擁護委員会連合会長：褒彰1

を受けられました。璽野さんは平成王0年

から本職に就き、多くの趨談に携わって

いただいています。
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くるまの道と人の道！はみ崩さない

　簸近東頸城都内において、壌の道踏逸脱による交通事故・由菜取り

等の転落事故・駐箪中の車内盗難事件が多発しています。運転蒔は速

度を捜え脇見をせず、慎簸な運転を心がけましょう。また駐車中は必

ず鍵をかけ、貴重品は箪内に罎かないようにしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～安塚警察署～

◆試験会場……陸上露衛隊　高田駐屯1

◆群しいお隅い含わせは……

　防衛庁　良衛縁新潟地方連絡部高田

　上越市本購6－1－23高田館ビル2F

　TεしG25－523－5519

　※募集要項・志願票・パンフレット等1

　　ありますのでご連絡ください。
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　消防設備士は、その免許取倦後2奪以内に14＠、及びその後5無おき1こ義務

講蓼を受講することが義務づけられていまず。法定鯛間内に講習を受けない

と違及点数5点が信き、さらに違反が襲なると免状返納命令がでます。該当蕎

は必蓼受講してください．

　受講案内・受講串講露は松之慮鎗遣漸にありまずのでご連絡ください。

繊悶い合わせ先　松之由分遷断多紡係　容6－2330

高圧ガス製造保安責任者等試験案内
趨繊ガスに係る試験が輿施されます。試験の種類に応じて串込先が異な

りま：す。詳しくはそれぞれにお闘い合わ憧ください。
　饗帯種化学・機械、乙種化学・機械、再種化学（特割斜目）、第一種販売

　　以上は（栓）績潟県窩懸ガス保安協会へ　憾025一鍛4－3784
　嶺再種化学（液籔）、第二種販売、液化籔海ガス設備士

　　以滋は（祇）新潟県エル選一ガス協会へ　償025－267－31質
　響第一種冷凍機械．第二種冷擦機械、第三種冷凍機械

　　以上は新潟膿冷凍窪調設備保安協会へBO25－243－3808
　蟹願欝受付期闘
　　いづれも平成焉館8月25覆（働～9月5段（金）
　雛試験賃　嬢成蔦無鷲月9獄〈β〉
　　※種欝により試験会場が異なりますので、購し込み時にご確認ください。
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ひ？
㌔

〃

平劇碑度採鯖新潟県看護職員採用試験が行われます
　県内の県立病醗等に働務する、助産節・看護節の採期　　灘第3次試験／9月28段（臼）　新潟県庁にて

墾瞥欝鍛鐵　期　に駈定の　議箋姦醗耀下旬　戦
獺職種／助産舗・蕎護騨合わせて80～扮0人程度の予定　　　県肉の各県立病院と餐総奮庁舎の窓

灘資格／昭和49俸4月2臼以降に生まれたもの。　　　　　臼に置いてある受験串込書に必要事項

　　　当該職種の免許取得麿、又は平成掲年に行われ　を認入し、期βまでに県庁病醜局まで
　　　る麟家試験による免許取得晃込みのもの。　　　　郵送します。詳しくは車込書に添種さ

簾受轍期闘／8月7臼（木〉～9月3a〈水〉　　　　　　　れている受験案内をご覧ください。
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くるまの道と人の道！はみ崩さない

　簸近東頸城都内において、壌の道踏逸脱による交通事故・由菜取り

等の転落事故・駐箪中の車内盗難事件が多発しています。運転蒔は速

度を捜え脇見をせず、慎簸な運転を心がけましょう。また駐車中は必

ず鍵をかけ、貴重品は箪内に罎かないようにしましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～安塚警察署～

◆試験会場……陸上露衛隊　高田駐屯1

◆群しいお隅い含わせは……

　防衛庁　良衛縁新潟地方連絡部高田

　上越市本購6－1－23高田館ビル2F

　TεしG25－523－5519

　※募集要項・志願票・パンフレット等1

　　ありますのでご連絡ください。
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簿
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大
学
校
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島
漿
興
轟

　
　
　
　
　
学
生
を
募
集
し
蜜
ず

　
　
　
　
　
　
　
紹
秘
5
8
年
4
月
2
段
以
降
生
ま
れ
で

　
　
　
　
　
　
①
筒
校
率
業
（
見
込
み
）
し
た
蕎

　
　
　
　
　
　
②
高
専
の
第
3
学
年
の
謙
程
を
修
了
〈
見
込
み
）
し
た
潔

　
　
　
　
　
　
　
③
大
学
入
学
検
定
資
格
に
倉
格
し
た
潔

　
鷺
受
験
資
格

　
瓢
募
集
期
間
　
平
成
絡
奪
8
月
2
8
β
（
木
）
か
ら
9
月
9
鷺
（
火
）

　
■
脚
次
試
験
　
平
成
路
年
n
月
王
礒
（
土
）
・
2
段
（
濤
〉

　
懸
串
し
込
み
・
問
い
含
わ
せ
先

　
　
　
　
　
　
　
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
諜

　
　
　
　
　
　
　
僧
0
2
5
達
2
4
4
1
4
玉
5
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憾

晦
櫛
愚
喚
略
⑬
ゆ
Φ
鄭
浄
尊
蟄
嚇
㊧
命
硬
騒
喚
㊥
尊
魯
愈
㊤
換
蔽
寧
㊤
勢
⑲
衡
趨
数
塘
o
略
磁
⑰
⑰
喰
薮
ゆ
拶
o
郷
唇
㊥
趣
藤
喚
喚

贈鍵駿

　消防設備士は、その免許取倦後2奪以内に14＠、及びその後5無おき1こ義務

講蓼を受講することが義務づけられていまず。法定鯛間内に講習を受けない

と違及点数5点が信き、さらに違反が襲なると免状返納命令がでます。該当蕎

は必蓼受講してください．

　受講案内・受講串講露は松之慮鎗遣漸にありまずのでご連絡ください。

繊悶い合わせ先　松之由分遷断多紡係　容6－2330

高圧ガス製造保安責任者等試験案内
趨繊ガスに係る試験が輿施されます。試験の種類に応じて串込先が異な

りま：す。詳しくはそれぞれにお闘い合わ憧ください。
　饗帯種化学・機械、乙種化学・機械、再種化学（特割斜目）、第一種販売

　　以上は（栓）績潟県窩懸ガス保安協会へ　憾025一鍛4－3784
　嶺再種化学（液籔）、第二種販売、液化籔海ガス設備士

　　以滋は（祇）新潟県エル選一ガス協会へ　償025－267－31質
　響第一種冷凍機械．第二種冷擦機械、第三種冷凍機械

　　以上は新潟膿冷凍窪調設備保安協会へBO25－243－3808
　蟹願欝受付期闘
　　いづれも平成焉館8月25覆（働～9月5段（金）
　雛試験賃　嬢成蔦無鷲月9獄〈β〉
　　※種欝により試験会場が異なりますので、購し込み時にご確認ください。
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騙短事塗

議
る
嫁
ら
総
こ
し

　
　
　
ま
姦
．
鱗
《
嚇
騒
闘
催
⑳
総
如
ら
態

　
　
東
頸
城
地
域
で
濡
躍
す
る
人
た
ち
が
、
地
域
の
い
ろ
い
ろ
な
諜

　
題
に
つ
い
て
平
山
県
知
事
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
簑
ン
し
ま
す
。
一
般

　
の
方
も
無
料
で
参
撫
で
、
き
ま
す
が
事
莇
購
し
込
み
が
必
要
で
す
．

　
お
単
め
に
お
串
し
込
み
く
だ
さ
い
。

灘
8
　
　
時

欝
会
　
　
場

灘
テ
ー
マ

灘
串
込
締
切

8
月
2
9
β
（
金
）
　
午
後
工
晦
3
0
分
か
ら
4
時

浦
川
療
材
中
央
公
蔑
館
（
浦
川
原
村
役
場
隣
）

『
新
し
い
中
霞
間
地
域
の
盤
意
方
を
考
え
る
恥

8
月
2
5
β
（
月
）

灘
串
込
・
問
い
禽
わ
せ
兜

　
　
　
安
塚
地
区
振
興
事
務
駈
　
地
域
振
興
錬

　
　
　
鍛
0
2
5
5
9
…
2
－
3
8
5
2

※
手
話
通
訳
・
保
育
ル
…
ム
（
完
全
予
約
謝
）
も
あ
り
ま
す
。

ゆやるりゆゆむむぬりわわりゆ　ほゆゆゆゆゆゆのゆむむゆのゆゆゆゆもゆむなゆゑセ　わ
ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

i麟薦雛麗離’灘，灘灘灘i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ1～下水道は美しい自然と暮らしを守ります～窪

　
下
水
遂
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
、
不
水
道
の
撚
に
合
わ
せ
て
、
湯
廊
に
あ
る
町
の
下

水
道
処
理
場
の
…
般
解
放
を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も

処
理
場
の
仕
紐
み
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

灘
期
臼
9
月
王
0
ヨ
（
水
）

灘
時
　
闇
　
午
蒲
9
縛
～
午
後
4
蒔

鞠働辱⑫⑲墜喚蛸嬢ゆ軸銘⑰奮母塗腺㊧費驚略⑱暫㊨奮懲癖浄軽⑫ゆ砺㊥軸⑳濤癒槍潟

ひ？
㌔

〃

平劇碑度採鯖新潟県看護職員採用試験が行われます
　県内の県立病醗等に働務する、助産節・看護節の採期　　灘第3次試験／9月28段（臼）　新潟県庁にて

墾瞥欝鍛鐵　期　に駈定の　議箋姦醗耀下旬　戦
獺職種／助産舗・蕎護騨合わせて80～扮0人程度の予定　　　県肉の各県立病院と餐総奮庁舎の窓

灘資格／昭和49俸4月2臼以降に生まれたもの。　　　　　臼に置いてある受験串込書に必要事項

　　　当該職種の免許取得麿、又は平成掲年に行われ　を認入し、期βまでに県庁病醜局まで
　　　る麟家試験による免許取得晃込みのもの。　　　　郵送します。詳しくは車込書に添種さ

簾受轍期闘／8月7臼（木〉～9月3a〈水〉　　　　　　　れている受験案内をご覧ください。

　
子
ど
も
の
非
行
や
闘
題
行
動
な

ど
に
関
す
る
鰯
み
・
圃
り
ご
と
を
、

電
認
や
面
接
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

昆
問
の
ビ
ル
内
に
麗
設
し
ま
し
た

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
薦
く
だ
さ
い
。

藏
電
謡
で
の
ご
楓
談
は
：
…

　
費
0
2
5
－
5
2
6
－
4
9
7
0
へ

■
面
接
で
の
ご
相
談
は
…
…

　
第
｝
中
央
ビ
ル
3
曙
（
上
越
市

猶
城
町
1
…
3
…
器
）
へ

懸
醐
設
鱒
間

　
月
曜
か
ら
金
曜
　
午
蔚
8
蒋
3
0

分
か
ら
午
後
5
時
欝
分
ま
で

　
障
霧
奢
の
皆
さ
ん
が
譲
練
に
励

ん
だ
職
業
技
能
を
競
う
大
会
で
す
。

会
場
に
お
い
で
い
た
だ
き
熱
い
工

…
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

懸
闘
催
g

　
平
成
15
年
U
月
9
沼
〈
旦

ロ
会
場

　
新
潟
ふ
れ
愛
ブ
ラ
ザ
一
亀
繊
町

繕
競
技
職
種

ワ
！
ド
㌔
フ
滋
セ
ッ
サ
（
一
般
部
門
）

ワ
ー
ド
・
プ
嶽
セ
ッ
サ
（
襖
聴
覚
障
讐
部
門
）

パ
ソ
コ
ン
表
翫
算

縫
製
（
短
的
障
害
巻
に
限
る
〉

■
閥
い
奮
わ
せ
先

　
㈱
新
潟
県
雇
潮
醐
発
協
会

　
徹
0
2
5
－
2
4
1
－
3
王
2
3

　
町
で
は
U
・
王
タ
ー
ン
潔
、
新

規
就
労
麿
の
方
に
奨
励
金
と
し
て

　
人
5
万
円
を
交
付
し
て
い
談
す
。

臓
該
当
に
な
る
方

　
①
紙
規
就
労
嶺
…
嵩
校
大
学
を

挙
業
後
町
内
の
事
業
所
に
就
職
し
、

王
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方
。

　
②
U
・
王
タ
…
ン
者
・
、
，
松
之
鶏

に
住
漸
が
あ
り
、
跡
内
の
事
業
漸

に
就
職
後
1
年
以
上
勤
務
し
て
お
り
、

年
齢
が
満
40
歳
以
下
の
方
。

鷺
該
当
に
な
ら
な
い
方

　
関
連
会
祇
か
ら
の
派
遣
、
事
業

藩
の
後
継
麿
、
公
務
鍛
、
婚
嫡
に

よ
る
転
入
煮
、
以
繭
に
交
付
を
受

け
た
こ
と
の
あ
る
方
。

口
条
　
件
　
①
②
と
も
奨
励
金
を

受
け
取
っ
た
後
3
年
以
上
松
之
山

町
に
窪
住
す
る
こ
と
が
条
件
で
す
．

条
件
に
満
た
な
い
場
倉
は
退
輝
し

て
い
た
だ
き
ま
す
、

徽
問
い
含
わ
せ

　
役
場
振
興
諜
地
域
振
興
係

　
繊
辺
ま
で
　
君
6
…
3
i
3
4

　
ご
利
罵
の
際
は
、
電
詣
で
．
ご
確

認
の
上
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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松
之
山
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4
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月
舛
臼
（
β
〉

娯
立
松
代
病
院
倣
7
－
2
1
0
0

ノ3



ー
o
o
o
り
O
F

松之慮晦c4L五が1精oレ隻Rぎ欝

1㈲
購内小・中・葛始業式

く松之山小のみ翌2鋤
16（火〉

2㈹ 松之由小始業式
生け花教箋 17㈱

無料健康相談B（診療所等5：30～17；GO〉
郡小中学校親善陸上大会　乳晃健診　』エア縫ビクス

3㈱ エアロビクス 18㈱聯釜雛霧接種

4㈲ ほのほの教室 19㈹ ヂ森の学校」キ…ヨq口／8βから本臼まで休館

5㈹ 松之山診療筋休診 20㈹
農業委員会一般選挙
葦森の学校1キョap〆新展示r森の水族館ぽスタート

6㈹微1 鵠蟻錯驚騰翻轟箋裂ます） 21（縫1 軟の全蟹交通安全運動（～30獲まで）

7（β〉 第2園大地の芸徳祭最終呂
「森の糊キョ臼q／アボリジニ現伐葵徳展最纏報・自然散策会 22㈲

8㈱ 議会臨鋳会（予定〉
f森の学椥キ遵口口は、展承替えのため本霞から緯覆まで稼露 23㈹

秋分の田　松之由診療漸休iヨ当番段
無料健康獺談Ei〈診療醗竃0：00～簾2：00）

9㈹ 三種混合予防接種
社交ダンス

24（壕⇔1大鑓灘灘鋒嚢鵡蟹。ア．ビク．

10（謹◇ 無料健康根談日〈診療沸5：30～17：00〉

ニコニコ教室　工アロビクス 25㈲ ほのぼの教室

11（本〉 ほのほの教室 26㈹ 郡中学校駅伝大会

12（金〉1大安1成分献劃役場） 27q，
13㈹ 28（β〉！燭

14（β〉 29㈲

15㈱ 敬老の臼 30㈹
三種混含予防接種
「森の学校」キ碧Ω口／休館目

★町丙彩繋り・暗麟

羅騰懸i難灘蕎灘
　　　　　（雨天時・松里小学校体膏館）

ず
v
斜

陽鱒ホ嶺議輪、．

籔恭轍轍鎌

午後7．鋳よ撫、L湯神社境内

8i漏羅闘・覆縮妻

9漏，β，、鐵難嚢

9．濾鰻暮麟繕勤

鐙漏羅．＄覆鐵講
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松
之
田
邸
生
濾
学
習
だ
よ
り
　
公
浅
館
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6
－
2
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6
5

　
塩
沢
町
・
六
臼
町
．
・
ふ
人
和
皿
町
方

藤
の
文
化
財
史
蹟
を
探
訪
し
ま

す
。▼

期
日

▼
時
間

▼
場
筋

▼
費
馬

▼
講
舗

8
月
雛
β
（
木
）

午
蔚
8
隣
30
分
～
鷲
時

休
養
興
セ
ン
タ
…
集
合

3
、
0
0
0
需
程
度

轡
山
悦
央
（
蓑
薮
欝
撫
轟
攣

▼
期
臼

▼
時
闘

▼
場
斯

▼
講
蔀

9
月
4
沼
（
木
〉

午
爺
9
時
5
0
分

休
養
村
セ
ン
タ
…
集
合

門
森
の
学
校
恥
キ
豫
ロ
ロ

森
の
学
校
学
芸
員

【
ゆ
と
り
陶
叢
教
室
】

　
趨
齢
者
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

▼
期
臼
　
8
月
2
8
臼
（
木
〉

　
　
　
9
月
U
鷺
（
木
）

▼
隣
間

▼
場
斯

▼
費
馬

▼
講
締

午
後
－
時
30
分
～
4
時

ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

結
土
代
実
費

村
鐵
税
炎
蕪
会
教
膏
擶
灘
選

”
般
陶
芸
教
室
】

　
“
一
般
陶
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

身
の
園
り
の
小
物
や
置
物
な
ど
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
9
　
8
月
鎗
疑
（
金
）

　
　
　
9
月
鷲
黛
（
金
）

▼
時
間

▼
会
場

▼
費
絹

▼
講
締

午
後
7
聴
～
9
聴

ゲ
ー
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

粧
土
代
実
費

村
出
税
夫
（
讐
鞍
簿
擶
海
讐

講
講
藤
馨
麟
灘

　
癒
週
土
曜
臼
の
夜
7
時
か
ら
9

時
ま
で
。
事
箭
の
購
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
都
禽
で
使
期
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
．
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〆
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邸

饗
講
躍
鵜
鱗
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さ
わ
や
か
に
体
を
動
か
し
て
シ

ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ー

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

4
月
～
捻
月
の
簿
週
水
曜
臼

夜
8
時
よ
り
町
罠
体
育
館
に
て

　
》
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、
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
欝
　
　
・

　　　　薮とうふ作り璽

穴豊から添格駒にとうふを｛乍を

懲欝で搾ったとうふの昧は、ま

　レ鐵縫…ii　9穏13臼（甕）

　＞謄闘　　鱗髄9聴～12聴

嚢鉄蝿漸　保健センター一調理璽

1＞講騨家建

　
薙
月
土
曜
臼
は
子
ど
も
達
の
た

め
に
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
解
放
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　　　　　ζ綴の観察

頃里繕釜想を観察し灘実，

期で遊んだりし濠霧。

　＞妻絹8　　8穏24優獲臼）

　＞聴薦　　笛葡8暮寿30翁

　　　　　体養拳郵2ン弦

　＞蜷湧　鱒璽繕

　＞講簾　爾雲敏叢（期1
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松之慮晦c4L五が1精oレ隻Rぎ欝

1㈲
購内小・中・葛始業式

く松之山小のみ翌2鋤
16（火〉

2㈹ 松之由小始業式
生け花教箋 17㈱

無料健康相談B（診療所等5：30～17；GO〉
郡小中学校親善陸上大会　乳晃健診　』エア縫ビクス

3㈱ エアロビクス 18㈱聯釜雛霧接種

4㈲ ほのほの教室 19㈹ ヂ森の学校」キ…ヨq口／8βから本臼まで休館

5㈹ 松之山診療筋休診 20㈹
農業委員会一般選挙
葦森の学校1キョap〆新展示r森の水族館ぽスタート

6㈹微1 鵠蟻錯驚騰翻轟箋裂ます） 21（縫1 軟の全蟹交通安全運動（～30獲まで）

7（β〉 第2園大地の芸徳祭最終呂
「森の糊キョ臼q／アボリジニ現伐葵徳展最纏報・自然散策会 22㈲

8㈱ 議会臨鋳会（予定〉
f森の学椥キ遵口口は、展承替えのため本霞から緯覆まで稼露 23㈹

秋分の田　松之由診療漸休iヨ当番段
無料健康獺談Ei〈診療醗竃0：00～簾2：00）

9㈹ 三種混合予防接種
社交ダンス

24（壕⇔1大鑓灘灘鋒嚢鵡蟹。ア．ビク．

10（謹◇ 無料健康根談日〈診療沸5：30～17：00〉

ニコニコ教室　工アロビクス 25㈲ ほのぼの教室

11（本〉 ほのほの教室 26㈹ 郡中学校駅伝大会

12（金〉1大安1成分献劃役場） 27q，
13㈹ 28（β〉！燭

14（β〉 29㈲

15㈱ 敬老の臼 30㈹
三種混含予防接種
「森の学校」キ碧Ω口／休館目

★町丙彩繋り・暗麟

羅騰懸i難灘蕎灘
　　　　　（雨天時・松里小学校体膏館）

ず
v
斜

陽鱒ホ嶺議輪、．

籔恭轍轍鎌

午後7．鋳よ撫、L湯神社境内

8i漏羅闘・覆縮妻

9漏，β，、鐵難嚢

9．濾鰻暮麟繕勤

鐙漏羅．＄覆鐵講
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日

▼
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筋
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費
馬

▼
講
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8
月
雛
β
（
木
）

午
蔚
8
隣
30
分
～
鷲
時

休
養
興
セ
ン
タ
…
集
合

3
、
0
0
0
需
程
度

轡
山
悦
央
（
蓑
薮
欝
撫
轟
攣

▼
期
臼

▼
時
闘

▼
場
斯

▼
講
蔀

9
月
4
沼
（
木
〉

午
爺
9
時
5
0
分

休
養
村
セ
ン
タ
…
集
合

門
森
の
学
校
恥
キ
豫
ロ
ロ

森
の
学
校
学
芸
員

【
ゆ
と
り
陶
叢
教
室
】

　
趨
齢
者
両
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

▼
期
臼
　
8
月
2
8
臼
（
木
〉

　
　
　
9
月
U
鷺
（
木
）

▼
隣
間

▼
場
斯

▼
費
馬

▼
講
締

午
後
－
時
30
分
～
4
時

ゲ
…
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

結
土
代
実
費

村
鐵
税
炎
蕪
会
教
膏
擶
灘
選

”
般
陶
芸
教
室
】

　
“
一
般
陶
け
の
陶
芸
教
室
で
す
。

身
の
園
り
の
小
物
や
置
物
な
ど
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
9
　
8
月
鎗
疑
（
金
）

　
　
　
9
月
鷲
黛
（
金
）

▼
時
間

▼
会
場

▼
費
絹

▼
講
締

午
後
7
聴
～
9
聴

ゲ
ー
ト
ボ
…
ル
ハ
ウ
ス

粧
土
代
実
費

村
出
税
夫
（
讐
鞍
簿
擶
海
讐

講
講
藤
馨
麟
灘

　
癒
週
土
曜
臼
の
夜
7
時
か
ら
9

時
ま
で
。
事
箭
の
購
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
都
禽
で
使
期
で
き
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
．

誘羅

測
ぐ
袴
≧
誕

　
　
　
　
　
　
乳
癒
遇
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〆
　
　
　
、

　
　
　
　
邸

饗
講
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．

　
さ
わ
や
か
に
体
を
動
か
し
て
シ

ェ
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プ
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プ
ー

ど
な
た
で
も
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で
き
ま
す
。

4
月
～
捻
月
の
簿
週
水
曜
臼

夜
8
時
よ
り
町
罠
体
育
館
に
て

　
》

　
　
　
　
”
　
　
　
、
　
　
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え

　
　
　
欝
　
　
・

　　　　薮とうふ作り璽

穴豊から添格駒にとうふを｛乍を

懲欝で搾ったとうふの昧は、ま

　レ鐵縫…ii　9穏13臼（甕）

　＞謄闘　　鱗髄9聴～12聴

嚢鉄蝿漸　保健センター一調理璽

1＞講騨家建

　
薙
月
土
曜
臼
は
子
ど
も
達
の
た

め
に
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
解
放
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。

　　　　　ζ綴の観察

頃里繕釜想を観察し灘実，

期で遊んだりし濠霧。
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　＞聴薦　　笛葡8暮寿30翁
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纂翻鰯礁羅饗協蟹饗i鶴

大厳寺高原雪上特設舞台から

　　　　　　　　　　　　※倉8～9に写真摘載

9月簿の類εNU

、欝．

ギ馨i購灘癒選えて講

　～俊藤町畏就任あいさつ～　》・P2

ゼ麟議金議員の額ぶれ凄
　～選拳結桑を嫡載～　勤P3

ギ噸穫獺鵜講雛て講
　～産業繰よりお纈らせ～　艶P4～5

ゼ海外欝鯵鰻籍講

　～松議隻の海外捧験談～　疑P6～7

ギダr識ヱ卿憲ん壷よろしく壽

　～漸しい麟醸交流鍛紹介～　矩P！0

ゼ総之撫の灘真展聡縷譲
　～1｛）ハよリキ蕊ロ1コにて～　》P16

甲
き
＼
　
嵩
き
識

鴫
矯
亀
心
誌
鳴
熱
聴
漏
油
職
蕊
幾
蓮
再
瑞
趨
耳
憩
漣
再
魯
亮
鵡
鳴
韓
驚
軌
総
、
偽
、
象
象
》
》
×
8
題
鴇
、
隼
携
艦

醜
識
＼
魔
．
再
建
魯
職
誌
謎
．
覇
聡

おめでた（出生）

該当なし

おくやみ（死亡）

樋口　哲男さん

佐藤　トヨさん

欝沢米作さん
妻島まついさん

佐藤　藤松さん

由岸フジノさん
小野塚染五郎さん

69歳　松之山（泉屋）

96歳　蓉　根（千坂〉

80歳　北浦鑓（たて）

83歳　懸変立（霞甫）

綴歳　北浦蟹（林）

70歳　新　山（桶やさ〉

59歳湯本（秘泉屡〉

＊7月隻濤から7月3三欝までの届出分です。

＊広報に載せてほしくない方は、騒繊の隣

　に窓口にお謡ください。

　　　　四◎斡馨

　　　　　　　　　7月3…．揖現ぞ董三

　総人環　3，056人（一6〉
　　　男　　三，488／k　（一3〉

　　　女i，568人（一3〉
　世帯数　i，io3戸（±0〉
　　　　　（）内は麟月との比較

　町民憲章　紹糖廟定
わたしたちは松之山町罠です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう、

町民の合欝葉

　　i、美しい縁と嚢の中で
　　　　　　　心豊かな人になろう
　　i、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　連俸の心をもとう
　　1、湧きいづる湯泉のように
　　　　　　　創造のカを商めよう

温象定傭日

温象Oン9一 翠の滉

8臼 7・28 ”

9臼 ”・25 ”6・30．

趣いつも颪なうさ醐幽㊥

修＠9爵婁〉臣◎暑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　松里保蕎漸

畑”『　　　イ滋際’粛融ウφ糖翻備　　　’煮騨舶幽融

　　　　　　虫嶺　　、

誘かあεれぐ二な窃ちゃれ（じOミ

つガ奮う～こいるごεろ

韓

・多

亀
　　　　　鐸　　縫
　　　　　　　て長　＼　　　　　　　諾、や

　　　　　　　　》雛、
　　　しがか
魯9」　静香さん　　　薙

（湯本上灘・坂中〉

大なわ
妊わ慈
きと　し

　びの
　ずお
　る欝
　の憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
薄
毒
　
　
　
ん
骸
　
ぼ
く
の
お
響
憲

働
騨
、
灘
戴
燦
卦
購
燦

　
　
　
　
　
　
　
高
峡

、
壌
一

繁
、／べ嚇

絶轡膿妥

灘疑覇轟

わたし（コ、むもやぐ二、Oミ窃こ

ひるご2ろ

｛諜（ガOミつ・かま勿たσ）

窃亡うεれ①oミ

夢
参
歓
、
刷
峯
竃
7
》

難

嚢

菱
馨
製　　　　　　　　㌦う蓑

．
　
　 内由　　亮くん

賑　　（天水鶴・濡本駐在駈）

　　　　　お紙ぽ
　　　　　熊を　く
　　　　　釣汎の
　　　　　りめお
　　　　　遊て繕
　　　　　び　憲

麟慈rもやしλりのト霰ト
かじったときの不態議な1食感。

よく見たら中の種から勢が

二ニョキニ…1キ・・

　　　　上搬滋1中懸さん罐供

16

1
①
o
o
O
F
l


